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行政はもっとDV問題に責任を―岡山でシェルターシンポジウム

暮らし

１１月２２日、２３日に倉敷市の川崎医療福祉大学で行われた【第１１回全国シェルターシンポジウム２

００８ in おかやま】に出席した筆者が、参加した分科会で行われた特に印象的だった議論などについ
てレポート。
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【第１１回全国シェルターシンポジウム２００８in おかやま】が、２２日と２３日の２日間、倉敷市の

川崎医療福祉大学で行われました。このシンポジウムでは毎年、全国から集まった、DVシェルタ

ー関係者、行政関係者らが議論を行います。

■ＤＶ問題は「公衆衛生」の問題

１日目は基調講演を聴いたあと、分科会【医療現場におけるDV被害当事者への対応】に参加し

ました。わたしは広島県で、男女共同参画と、医療関係双方の仕事を担当しているのですが、医

療現場には、DVが原因で怪我をしたり病気になった人も多く来ます。しかしこの問題を縦割りで分

けてしまうのは不毛であり、DV問題（男女共同参画の課題）も県民にとっては重大な健康問題で

あると考えており、以前からこのテーマには関心があったのです。

分科会講師の一人、一橋大学大学院の宮地尚子教授のお話は、わが意を得たりでした。「１００

人に１人は繰り返し命に危険を感じる暴行を受けている。例えば、『１００人に１人が命に危険を感

じるという感染症』があったら、大問題でしょう。」「DVを「公衆衛生的な問題」「健康問題」として認

識しておくことが必要です。」という言葉には、そのとおりだと思いました。一方で、医療関係者の

中には、「DV問題に足を突っ込むと大変だ」、と思い込んでしまう例もあるので、彼らの負担感を軽

くしてあげることも大事だそうです。

さらに、患者が話しやすいようにするためにも、患者と医療従事者、医療従事者同士を対等な関

係にして行くことが必要ではないかという提起にも同感です。宮地さんは今回話されたようなことを

まとめた医療従事者向けのマニュアル本「医療現場におけるDV被害者への対応ハンドブック―医

師および医療関係者のために」（明石書店）の編著者でもいらっしゃいます。

■「妊婦拒否事件」の背景にDVか？

産婦人科医で、岡山大学教授の中塚幹也さんは、岡山県内でどの程度の助産師・看護師が「妊

全国シェルターシンポジウム 倉敷市 川崎医療福祉大学 DV

左写真：宮地さん。中央写真：右から馬庭さん、須藤さん、小川さん。右写真：シェルターを止めた経緯を語

る高雄さん。

記者ID パスワード

市民記者になる 情報提供・問い合わせ

メールマガジンを読む よくある質問

後期高齢者医療制度 ネットカフェ難民

高知
白バイ事件

田母神氏こそ「自虐史観」の持ち主だ

「採用取り消し相談電話」に学生・親の悲鳴

突然の解雇で寮も失う数十万人が悲鳴

首相「ゴーストライター事件」と日本マスコミ

都内地下鉄「２４時間営業」は無理なのか？

２０年でここまで進んだ富裕層優遇

建設が自己目的化・４２年目に転機

時事ネタから着想した独自の画風

日本の政治における問題点に迫る

冬を告げる大根干し始まる

こんにゃくゼリー販売再開

湘南、茅ヶ崎の郷土芸能

大分キヤノンの人員削減

元日本軍兵士の戦争体験

横須賀、原子力空母の危険

危険な高速増殖炉「もんじゅ」

核燃料再処理からの放射能放出

おじさんバンドと宮崎あおい

貧困なくしたスウェーデン

「大麻汚染」報道と公的大麻...(180p)

「大麻汚染」報道と公的大麻...(154p)

設計者からの諌言「浜岡原発...(95p)

中曽根と小泉、２人の首相を...(87p)

プロの記者は麻生邸事件で何...(80p)

『貧困にあえぐ国ニッポンと...(58p)

【大気圏外】麻生マンガ脳宰...(58p)

「マスメディアと市民メディ...(57p)

高知白バイ事件・獄中からの...(47p)

小沢一郎、王道を歩め！...(43p)

「大麻汚染」報道と公的大麻情報...

（24件）12/18 17:26 

交通事故防止～「加害者」になら...

（2件）12/18 16:09 

問われるべきは調査捕鯨－グリー...

ページ行政はもっと 問題に責任を 岡山でシェルターシンポジウム－ ニュース 1/3DV ? JanJan

2008/12/18http://www.news.janjan.jp/living/0811/0811242147/1.php?action=table&msg_article...



娠中にDVが増える」ことを知っていたかを調査したところ、「よく知っていた」が２１％、「少し知って

いた」が５９％、「あまり知らない」が１５%程度と、やや心もとない結果だったと言います。

また２０代の医療従事者のなかには、DV被害者の妊婦に対し「どうしたらよいかわからない」とい

う人が結構いたということです。中塚さんらはDVについての妊婦向けのパンフレットを作っていま

すが、「医療従事者にとっても有用」、という意見が医療従事者の間でも圧倒的多数だったと言い

ます。「やさしめ」の患者向けのパンフレットでさえも、医療従事者の多くには「新鮮」で「役立つ」と

いうことが印象的でした。

医療現場におけるDVマニュアルは、すでに出している自治体も多いのですが、広島県はまだで

す。早急に整備する必要があります。

■ 行政の無責任に疑問覚え、シェルター閉鎖

２日目は分科会【DV防止・被害者支援の施策をどうつくるか】に参加しました。元シェルター運営

者の高雄きくえさんは、DVの緊急一時保護が本当に民間でやるべきことなのか、ニーズが高度に

なる中でできるのか、という疑問を今の行政に対して抱き、７年間広島市内で運営していたシェル

ターを２００８年３月に閉鎖し、この分科会を主宰しました。

■先進地は「行政責任明確、首長にリーダーシップ」

広島市議の馬庭恭子さんは、「広島市は、DV防止法策定に伴い義務付けられた基本計画は、

『早期に策定、他都市の調査を行うとともに、体制のあり方を検討していく』と議会答弁している

が、進みそうもない。相談は増えているが稼働しているシェルターは、一カ所しかない」と発言。そ

の上で「市民からDV相談を受ける婦人相談員が二名いるが、非常勤待遇。また、最近増えてきた

外国人へのサポートが不十分である」など課題を指摘しました。

さらに野田市、横浜市、米子市での視察経験から「先進地に共通しているのは、行政責任をしっ

かり位置付け、行政職員がマネジメントをしている。米子では、県レベルで鳥取県の知事がリーダ

ーシップを発揮している。野田市は予算をＤＶ対策に配分し、公設民営のシェルターをつくり、行政

責任の所在を明らかにし、NPO、市民活動との役割分担を明確にしている」と述べました。

最後に「広島市も、９月に女性副市長が誕生したので、これを契機にDV問題に縦割りを廃したチ

ームづくり『クロスセクション方式』を活用させていく」と抱負を語りました。

■大先輩も「非常勤相談員の待遇上げて」

東京の須藤昌子さんは、DV被害当事者で、初期の「駆け込み寺」設置の運動に関わっておられ

ます。当時、「国際婦人年をきっかけとして行動を起こす女たちの会」の分科会で、「はやく駆け込

む場所をつくろう」と提起しました。東京都を突き上げ、駆け込み寺ができた、ということです。当時

の運動は、「おかしいことはおかしいと、気づいた人が行動すればよい。おかしいことはみんな同じ

だから、手をつなごう」というものでした。須藤さんも、現代の行政への注文として、非常勤の相談

員をきちんと他の職員と同じにしてほしいと提起しました。

■財政難で「量」を抑制し、「質」を維持……シェルターの苦悩

お茶の水女子大学大学院生の小川真理子さんは、２００６年度に全国の民間シェルターを調査

した結果を発表しました。

それよると、法施行前の１９９９年当時に比べると、民間シェルターの専門性や援助の内容など

は多様化しています。一方で、行政を補完するためのシェルター活動が過重な負担になり、民間

シェルターの本来の目的である女性の権利擁護運動に手が回らない状況があります。シェルター

利用者数を抑制することで、質を保っています。とはいえＤＶを「公の人権問題」としたのは、やは

りシェルターの活動の功績であり、いわば、「私的領域」から「公的領域」に橋渡しをした、とこれを

評価しました。

２００７年の法改正で、DV対策への努力義務が設けられた市町村の対応は特に財源がネックに

なって遅れています。国は、統一的な財政支援についての基準を設けるべきだということです。シ

ェルターに対しては「当面、企業や財団に活動への理解を求める活動をしていくことや、ネットワー

クを造っていくことが必要」と提起しました。
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その後、フロアーから活発な発言がありました。

「担当の行政職員は、『わたしはよくわからないのでお任せします』という。社交辞令かもしれない

が不愉快」

「自治体が、人件費を出してくれるのはいいが、実態に合わない。こちらは、６人が作業を分担し

ているのに、役所は、一人を雇用保険がつく基準以上働かせる条件でないと出してくれない」など

不満も出ました。

わたしも「高雄さんの行政へのご不満は良く分かる。昨日まで土木にいたような人が、いきなり担

当にするような人事異動をして、プロを育てない。非常勤職員については、最近労組も待遇改善を

要求しだしたが遅かった。管理職も議会も、女性が少なすぎる。幅広い分野に女性が参画し、全

体構造を変えることが必要ではないか」と持論を申し上げました。

◇ ◇ ◇

関連記事：

・ＤＶ被害女性の自立支援に向けた取り組み 企業のＣＳＲの可能性

・各地で中止に追い込まれつつあるDV問題講演会 女性団体は抗議

・「ＤＶ」と「兄弟げんか」の境界

・女性解放運動の喫茶「フリーク」２５年の歴史に幕

・『ＤＶ被害者支援ハンドブック』を読む

・『弁護士が説くＤＶ解決マニュアル』法的には解決できるが

・ドメスティック・バイオレンス防止法改正

・ドメスティク･バイオレンス（DV）の被害 約5人に１人

・DV（ドメスティック・バイオレンス）、その時あなたは――
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